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風
化
さ
せ
た
く
な
い
戦
争
体
験

琳
和
の
誓
い
を
後
世
ｋ

　

太
平
洋
戦
争
が
終
わ
っ
た
一
九

四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
か
ら
、

今
年
は
ち
ょ
う
ど
五
十
年
を
迎
え

ま
す
。

　

苦
し
く
悲
惨
だ
っ
た
戦
争
を
経

て
、
今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄

が
あ
り
ま
す
。
あ
の
戦
時
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世
に
語

り
継
ぎ
、
平
和
で
民
主
的
な
社
会

と
豊
か
な
暮
ら
し
を
守
り
育
て
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
月
は
戦
後
五
十
年
と
い
う
こ

と
で
、
四
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
に

戦
争
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
な
た
の
ご
家
庭
で
も
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
じ
い
さ
ん
や

お
ば
あ
さ
ん
の
体
験
や
戦
後
の
歩

み
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

特
集 戦後50年を振り返る

終戦50周年企画展

「戦時中のくらし」

　

～大野市に残る品々～

期間：8月12日（土）

　　　　

～27日（日）

　　　

21日（月）のみ休館

時間：午前9時～午後4時

　　　

日曜日は午後5時まで

場所：産業文化展示館

料金：大人100円

　　　

小・中学生50円

　　　　

（団体割引あり）



貸ま私の思い出

福
井
空
襲
で

　

西
空
か
真
つ
赤
に

大月はるゑさん

（65歳、明倫町）

　

当
時
は
十
代
の
半
ば
で
、
大
野

高
等
女
学
校
に
い
て
寮
生
活
で
し

た
。
勉
強
よ
り
も
勤
労
奉
仕
や

「
な
ぎ
な
た
」
訓
練
が
中
心
で
、

校
庭
で
サ
ツ
マ
イ
モ
や
カ
ボ
チ
ャ

を
作
っ
た
り
、
農
作
業
の
手
伝
い

に
行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
裸
足
で

下
肥
も
運
ん
だ
も
の
で
す
。

　

食
事
は
い
つ
も
ダ
イ
コ
ン
や
芋

の
入
っ
た
「
か
ゆ
」
し
か
な
く
、

ひ
も
じ
い
思
い
で
し
た
。
飢
え
を

し
の
ぐ
た
め
に
、
野
草
で
も
イ
ナ

ゴ
で
も
食
べ
た
時
代
で
す
。

　

福
井
空
襲
の
こ
と
は
、
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
空
襲
警
報
の
サ
イ
レ

ン
が
鳴
る
中
、
爆
撃
機
が
上
空
を

通
っ
て
い
き
、
と
て
も
怖
か
っ
た

で
す
。
す
ぐ
に
明
か
り
を
消
し
て
、

も
ん
ぺ
に
国
防
服
・
防
空
ず
き
ん

の
姿
で
山
側
に
逃
げ
ま
し
た
。
飯

降
山
の
西
の
空
か
空
襲
で
真
っ
赤

に
染
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
尊
い
犠
牲
の
う
え

に
、
今
の
日
本
の
幸
せ
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

「
千
人
針
」
を

　
　

体
に
ま
と
っ
て
出
征

井部喜－さん

（70歳、元町）

　

昭
和
1
9
年
、
数
え
2
0
歳
で
徴
兵

検
査
が
あ
り
、
甲
種
合
格
で
陸
軍

に
入
り
ま
し
た
。

　

出
征
の
前
に
は
、
姉
が
中
心
と

な
っ
て
「
千
人
針
」
を
作
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
の
千
人
針
を
腹
に

巻
き
、
寄
せ
書
き
の
入
っ
た
「
日

の
丸
」
を
た
す
き
掛
け
に
七
て
家

を
出
ま
し
た
が
、
父
と
姉
は
悲
し

み
の
あ
ま
り
家
に
こ
も
っ
た
き
り

で
し
た
。
そ
の
と
き
は
私
も
、
再

び
生
き
て
帰
れ
る
と
は
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

内
地
勤
務
と
な
り
、
関
西
が
中

心
で
し
た
が
、
戦
況
は
日
に
日
に

悪
化
し
て
い
く
の
は
分
か
り
ま
し

た
。
終
戦
間
際
に
は
戦
闘
機
が
不

足
し
て
、
練
習
機
に
ま
で
補
助
タ

ン
ク
替
わ
り
に
ド
ラ
ム
缶
を
積
ん

で
決
死
の
出
撃
を
す
る
の
を
見
送

り
ま
し
た
。
沖
縄
決
戦
の
特
攻
隊

な
ど
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
だ
童
顔

の
十
代
の
若
者
で
し
た
。

　

戦
争
で
死
ぬ
の
は
当
た
り
前
の

時
代
だ
っ
た
の
で
す
。
生
死
の
境

は
、
み
ん
な
紙
一
重
で
し
た
。

船
が
沈
没
し

　
　

九
死
に
I
生
を

清水利武さん

　

（72歳、本町）

　

私
は
昭
和
1
6
年
、
1
8
歳
の
と
き

に
志
願
し
て
軍
に
入
り
ま
し
た
。

海
軍
に
配
属
と
な
り
、
最
初
は
軽

巡
洋
艦
に
乗
っ
て
国
内
訓
練
を
続

け
ま
し
た
。

　

ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
が
初
め
て

の
出
撃
で
し
た
。
前
夜
は
気
が
立

っ
て
い
て
、
振
る
舞
わ
れ
た
酒
も

ち
っ
と
も
酔
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
闘
は
惨
敗
で
、
私
た
ち
‘
の
船
も

魚
雷
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
幸

い
無
事
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
ラ
バ
ウ
ル
に
移
動

し
、
ソ
ロ
モ
ン
海
戦
に
も
遭
遇
。

物
量
に
勝
る
敵
の
攻
撃
に
、
目
の

前
で
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
死
ん
で

い
き
ま
し
た
。
助
か
っ
た
の
は
三

分
の
一
程
度
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

私
の
乗
っ
た
船
は
帰
港
途
中
に
沈

没
し
、
い
か
だ
で
三
日
間
ほ
ど
漂

流
。
空
か
ら
は
敵
機
の
攻
撃
、
海

か
ら
は
フ
カ
の
恐
怖
に
お
び
え
ま

し
た
が
、
運
が
あ
っ
た
の
か
九
死

に
一
生
を
得
ま
し
た
。

　

あ
ん
な
戦
争
は
二
度
と
し
て
ほ

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

女
手
ひ
と
つ
で

　
　
　

農
業
と
子
育
て

竹内すゑをさん

　

（83歳、稲郷）

　

私
は
昭
和
5
年
か
ら
1
5
年
間
、

教
員
を
し
て
お
り
、
戦
時
中
は
上

庄
の
国
民
学
校
に
い
ま
し
た
。
勉

強
も
教
え
ま
し
た
が
、
中
心
は
勤

労
奉
仕
や
農
作
業
で
し
た
。
炎
天

下
に
、
今
の
森
山
ス
キ
ー
場
を
子

供
た
ち
と
一
緒
に
開
墾
し
た
の
を

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

夫
は
、
サ
イ
パ
ン
が
陥
落
し
た

昭
和
1
9
年
7
月
に
召
集
。
翌
年
7

月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
ソ
ン
島
で

戦
死
し
ま
し
た
。
あ
る
程
度
覚
悟

は
で
き
て
い
た
の
で
、
女
々
し
い

気
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

女
手
で
ど
う
や
っ
て
三
人
の
子

を
育
て
て
い
く
か
に
必
死
で
し

た
。
農
地
も
あ
り
、
本
当
に
死
に

物
狂
い
で
し
た
が
、
今
で
は
懐
か

し
い
思
い
出
で
す
。
私
だ
け
が
特

別
で
は
な
く
、
当
時
は
み
ん
な
同

じ
体
験
を
し
て
き
た
の
で
す
。

　

今
の
日
本
は
物
質
的
に
は
豊
か

で
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
感
謝
の

念
や
我
慢
が
な
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
手
放
し
で
幸
せ
と
は
い
え
な

い
と
思
い
ま
す
。



ご
覧
く
だ
さ
い

市
の
家
計
簿

　

市の平成6年度会計決算がまとまり

ました。市の財政というと親しみにく

いかもしれませんが、皆さんの家計簿

と同様に私たちの暮らしに密接なかか

わりがあります。決算状況をご紹介し

ます。

歳
出

　

歳
出
総
額
は
、
百
三
十
四
億
二

千
四
百
二
十
八
万
六
千
円
（
前
年

度
比
五
・
八
％
減
）
で
す
。
目
的

別
で
は
民
生
費
（
一
六
・
2
％
）

総
務
費
（
一
五
・
六
％
）
農
林
水

産
業
費
（
コ
ニ
・
三
％
）
土
木
費

（
コ
∵
二
％
）
な
ど
が
上
位
を

占
め
て
い
ま
す
。
市
制
四
十
周
年

記
念
事
業
な
ど
で
、
総
務
費
と
商

工
費
は
前
年
度
よ
り
も
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
目
的
別
決
算
は
事
業

の
量
に
よ
っ
て
毎
年
、
金
額
が
変

動
し
ま
す
。

　

性
質
別
決
算
で
は
、
投
資
的
経

費
の
建
設
事
業
費
が
最
も
大
き
く

二
五
・
八
％
で
す
。
以
下
、
人
件

費
二
二
・
2
％
、
扶
助
費
一
一
・

2
％
、
物
件
費
一
一
・
2
％
、
公

直
費
一
つ
・
三
％
な
ど
で
す
。

目
的
別
決
算
額

性
質
別
決
算
額

業
事
設建
通
普な
主
◆市単道路改良事業

　

‥‥‥‥‥2億3．978万円

◆青島工業団地造成事業補助

　

‥‥‥‥‥1億9，854万円

◆交通公園用地取得及び整

　

備事業‥‥1億6，716万円

◆市単河川改良事業

　

‥‥‥‥‥1億4，885万円

◆林業地域総合整備事業

　

‥‥‥‥‥1億3，347万円

◆県営土地改良事業負担金

　

‥‥‥‥‥1億3．343万円

◆道路改良県工事負担金

　

‥‥‥‥‥1億1，855万円

◆交通安全施設等整備事業

　

…………1億790万円

◆地域農業生産システム整

　

備事業補助‥1億605万円

◆県営土地改良事業補助

　

‥‥‥‥‥1億411万円

◆開成中学校大規模改造事業

　

‥‥‥‥‥‥‥8，807万円

◆地域水田農業確立条件整備

　

事業補助‥‥‥7，132万円

歳出を市民－人当たりに換算すると32万1，447円

その他

議会費

労働費

災害
復旧費

13，015円

消防費

11，746円

公債費

33．303円

商工費

22，048円

衛生費

25，744円

教育費

31，964円

誹桂顛

42，660円

土木費

39．226円

民生費

51，495円

総務費

50，246円



歳
入

　

歳
入
総
額
は
百
三
十
九
億
三
千

五
百
九
万
三
千
円
（
前
年
度
比

四
・
九
％
減
）
。
大
黒
柱
で
あ
る

市
税
は
、
こ
六
・
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
が
、
景
気
低
迷
を
反
映
し

て
前
年
度
の
九
五
・
七
％
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
前
年
同
様
に

地
方
交
付
税
で
、
三
こ
・
四
％
で

す
。
こ
の
交
付
税
は
自
主
財
源
が

乏
し
い
自
治
体
に
対
し
て
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

市
債
は
市
の
借
金
で
す
。
「
歴

史
の
路
整
備
事
業
」
な
ど
の
大
型

建
設
事
業
が
五
年
度
で
完
了
し
た

た
め
、
前
年
度
の
六
七
・
七
％
に

減
っ
て
い
ま
す
。
六
年
度
末
の
市

債
現
在
高
は
九
十
億
円
余
り
。

歳入合計

139億3，509

　　　

万円

依存財源

79億6，475万円

（57．2％）

自主財源

59億7，034万円

（42．8％）

●
自
主
財
源
市
税
、
財
産
収
入

　

諸
収
入
な
ど
市
が
自
分
で
確
保

　

で
き
る
財
源

●
依
存
財
源
地
方
交
付
税
、
国

　

・
県
支
出
金
な
ど
市
以
外
に
依

　

存
し
て
い
る
財
源

市
税
の
内
訳

市民一人当たりの市税負担額8万8，302円

市民税

39，250円

固定資産税

39，962円

軽自動車税

1，402円

たばこ税

4、289円

都市計画税

3，381円

特
別
土
地
保
有
税

入
湯
税

18円

企業会計決算額
水道事業

収
支
収
益
的

歳入1億1，470万円

歳出1億1，417万円

差引53万円

収
支
資
本
的

歳入3，575万円

歳出3．689万円

差引△114万円

（不足額は、留保資金で補てん）

特別会計決算額
国，民学康保障手業

歳入24億7，921万円

歳出23億8，855万円

差引9，066万円

老人保健事業

歳入33億6，707万円

歳出33億6．707万円
差引O万円

簡揚水道事祉業レ

歳入6．587万円

歳出5．881万円

差引706万円

農業集落排水事業

歳入8億113万円

歳出8億113万円
差引O万円



求
め
て
い
ま
す
新
し
い
力

　
　
　

－
環
境
保
全
と
人
づ
く
り
I

市
職
員
●
消
防
職
員
募
集

　

大
野
市
と
大
野
地
区
消
防
本
部

で
は
、
平
成
8
年
4
月
採
用
の
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

市
職
員

採
用
予
定
人
員
一
般
職
＝
事
務

　

6
人
、
技
術
I
人
（
土
木
）

　

業
務
職
＝
清
掃
員
1
人

受
験
資
格
一
般
職
＝
昭
和
4
6
年

　

4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
3
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
業

　

務
職
＝
昭
和
4
6
年
4
月
2
日
か

　

ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で
に

　

生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
一
次
試
験
（
教
養
試

　

験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験
）

　

＝
9
月
1
7
日
⑧
大
野
高
校

　

二
次
試
験
（
口
述
試
験
・
健
康

　

診
査
）
＝
1
0
月
2
2
日
⑧

受
付
期
間
8
月
4
日
⑨
か
ら
1
8

　

日
②
ま
で
（
郵
送
は
1
8
日
の
消

　

印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
市
総
務
課
人
事
係
に

　

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

　

事
項
を
明
記
の
う
え
写
真
を
は

　

っ
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用
紙

　

を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の

　

表
に
「
〇
〇
職
試
験
申
込
書
請

　

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を

　

明
記
し
て
1
3
0
円
切
手
を
同

封
の
う
え
、
〒
9
1
2
福
井
県

大
野
市
天
神
町
1
－
I
大
野
市

役
所
総
務
課
人
事
係
へ
送
付

消
防
職
員

採
用
予
定
人
員
消
防
職
2
人

受
験
資
格
昭
和
4
5
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
5
3
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人

試
験
日
程
一
次
試
験
（
教
養
試

　

験
・
適
性
検
査
・
作
文
試
験
）

　

＝
9
月
1
7
日
⑧
大
野
高
校

　

二
次
試
験
（
口
述
試
験
・
身
体

　

検
査
・
体
力
検
査
）
＝
1
0
月
2
1

　

日
①
大
野
地
区
消
防
本
部

受
付
期
間
8
月
4
日
②
か
ら
1
8

　

日
⑨
ま
で
（
郵
送
は
1
8
日
の
消

　

印
ま
で
有
効
）

申
込
方
法
大
野
地
区
消
防
本
部

　

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
明
記
の
う
え
写
真
を

　

は
っ
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用

　

紙
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

　

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

　

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て

　

先
を
明
記
し
て
1
3
0
円
切
手

　

を
同
封
の
う
え
、
〒
9
1
2
福

　

井
県
大
野
市
天
神
町
7
－
1
4
大

　

野
地
区
消
防
本
部
総
務
課
へ
送

　

付
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福
祉
手
当
制
度

★
児
童
扶
養
手
当

　

母
子
家
庭
の
児
童
や
、
父
親
に

一
級
程
度
の
身
体
障
害
が
あ
る
家

庭
の
児
童
を
養
育
す
る
母
親
ま
た

は
母
親
に
代
っ
て
養
育
す
る
者

に
、
児
童
が
十
八
歳
に
な
る
ま
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
（
遺
族
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と

き
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
）

　

【
現
在
受
給
中
の
人
は
8
月
中

　

に
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

　

い
。
提
出
が
な
い
と
、
支
給
が

　

止
ま
り
ま
す
。
】

★
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

二
十
歳
未
満
で
、
中
程
度
以
上

の
障
害
を
持
つ
児
童
の
扶
養
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

★
障
害
児
福
祉
手
当

　

二
十
歳
未
満
の
一
二
一
級
身
体

障
害
者
ま
た
は
療
育
手
帳
A
I
の

重
度
障
害
児
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
併
給
可
）

★
特
別
障
害
者
手
当

　

身
体
障
害
一
級
お
よ
び
I
Q
二

十
以
下
の
重
複
障
害
を
持
つ
二
十

歳
以
上
の
特
別
障
害
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
（
長
期
入
院
者
を
除
く
）

★
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
祉
手
当

　

身
体
障
害
三
級
以
上
の
重
症
心

身
障
害
児
（
者
）
・
身
体
障
害
二

級
以
上
の
障
害
児
（
者
）
・
I
Q

三
十
五
以
下
の
児
童
（
者
）
に
支

給
さ
れ
ま
す
。
（
年
金
や
ほ
か
の

手
当
と
併
給
不
可
）

※
こ
れ
ら
の
手
当
に
は
所
得
制
限

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

医
療
費
助
成
制
度

◆
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成

　

満
十
八
歳
未
満
の
児
童
（
高
校

在
学
中
の
場
合
は
年
度
末
ま
で
）

を
養
育
し
て
い
る
母
子
（
父
子
）

家
庭
の
母
（
父
）
お
よ
び
児
童
、

ま
た
は
一
人
暮
ら
し
寡
婦
の
保
険

診
療
負
担
金
（
入
院
時
給
食
費
一

部
負
担
金
、
訪
問
看
護
な
ど
も
含

む
）
を
助
成
し
ま
す
。

◆
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

　

一
～
三
級
の
身
体
障
害
者
手
帳

や
A
～
B
I
の
療
育
手
帳
を
お
持

ち
の
人
の
、
保
険
診
療
負
担
金

（
老
人
医
療
一
部
負
担
金
、
入
院

時
給
食
費
一
部
負
担
金
、
訪
問
看

護
な
ど
も
含
む
）
を
助
成
し
ま
す
。

ぎ
」
れ
ら
の
医
療
費
助
成
制
度
に

は
所
得
制
限
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
乳
幼
児
医
療
費
助
成

　

三
歳
未
満
の
乳
幼
児
の
保
険
診

療
負
担
金
を
助
成
し
ま
す
。

※
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
現
況
届
は

　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
現
況
届
を
6
月
中
に
提
出

し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
届

け
が
な
い
と
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。
ま
だ
の
人
は
、
至
急
、

福
祉
事
務
所
ま
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

　

福
祉
事
務
所

　
　
　

「
き
I
」
・
「
l
「
－
1
「
－
」

●
自
動
車
事
故
被
害
者

　

に
対
す
る
援
護
制
度

　

自
動
車
事
故
に
よ
り
脳
損
傷
・

脊
髄
損
傷
を
生
じ
た
た
め
、
重
度

の
後
遺
障
害
者
と
な
っ
て
常
時
介

護
が
必
要
な
人
に
、
介
護
料
を
支

給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
死
亡
し
た
り
重
度
の
後

遺
障
害
者
に
な
っ
た
り
し
た
人
の

子
供
に
は
、
中
学
卒
業
ま
で
の
育

成
資
金
や
修
学
資
金
を
無
利
子
で

貸
し
付
け
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
自
動
車
事
故

　

対
策
セ
ン
タ
ー
福
井
支
所
（
福

　

井
市
大
手
3
1
ロ
ー
1
7
県
民

　

会
館
四
階
容
0
7
7
6
・
一
″
・

　

6
0
0
6
）
ま
で
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六
月
末
、
チ
ェ
コ
の
フ
リ
デ
ッ

ク
ー
ミ
ス
テ
ク
市
で
第
六
回
世
界

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
大
会
が
開
催
さ

れ
、
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た

武
井
康
弘
さ
ん
（
篠
座
）
は
自
ら

の
日
本
記
録
を
更
新
し
て
堂
々
の

三
位
人
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

武
井
さ
ん
は
8
2
・
5
．
・
級
に

出
場
。
各
国
の
代
表
選
手
二
十
一

人
と
競
い
、
一
回
目
2
0
0
．
・
を

挙
げ
た
後
、
二
回
目
で
自
己
ベ
ス

ト
で
日
本
記
録
の
2
0
5
．
・
を
上

回
る
2
0
7
・
5
．
・
を
マ
ー
ク
し

ま
し
た
。
三
回
目
は
優
勝
を
狙
っ

て
一
気
に
2
1
5
4
・
に
挑
戦
。
本

人
は
挙
げ
た
と
思
い
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
判
定
で
は
失
敗
と
な
り

ト
ッ
プ
は
逃
が
し
た
も
の
の
、
三

位
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

武
井
さ
ん
は
「
励
ま
し
支
え
て

く
れ
た
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
市
民

の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
ん
で

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
し
た
。

・
B
＆
G
水
泳
大
会

　
　
　
　

参
加
者
募
集

日
時
9
月
3
日
⑥
午
前
9
時
～

会
場
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

対
象
市
内
の
小
学
生
・
幼
児
と

　

保
護
者
・
一
般
（
中
学
生
以
上
）

種
目
自
由
形
・
平
冰
ぎ
・
背
泳
・

　

バ
タ
フ
ラ
イ
（
2
5
m
・
5
0
m
）

　

1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
・
レ

　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

参
加
費
中
学
生
以
下
4
0
0

　

円
・
ほ
か
1
3
0
0
円

申
込
締
切
8
月
2
7
日
2

申
込
・
問
合
せ
先
参
加
費
を
添

　

え
て
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

　

（
大
野
市
稲
郷
4
3
1
1
7
1
1

　

容
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

…
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
教
室
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
8
月
2
3
日
2
～
1
0
月
2
5
日

　

⑥
の
毎
週
水
曜
日
午
後
1
時

　

3
0
分
～
4
時
3
0
分
計
1
0
回

　

※
雨
天
時
は
中
止

場
所
真
名
川
憩
い
の
島
マ
レ
ッ

　

ト
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

対
象
一
般
市
民

定
員
3
0
人

参
加
費
無
料

申
込
締
切
8
月
C
O
日
⑧

申
込
・
問
合
せ
先
市
教
育
委
員

　

会
体
育
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1

　

内
線
5
3
2
）
ま
で

　

世
界
体
操
鯖
江
大
会
ま
で
あ
と

2
ヵ
月
と
な
り
ま
し
た
、
今
回
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
男
女
平
等
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

男
女
平
等
は
国
の
目
標

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
、
男
女
平
等

の
先
進
国
で
す
。
近
年
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
女
性
は
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
、
世
界
の
ど
の
国
の
女
性

よ
り
も
自
立
し
て
い
る
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。
男
女
平
等
は
、
国
の

目
標
で
あ
り
、
政
治
の
分
野
で
も

男
女
平
等
の
先
進
国
で
す
。
昨
年

9
月
の
国
会
選
挙
で
は
、
女
性
の

国
会
議
員
は
四
割
を
超
え
、
世
界

一
の
割
合
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
大
臣
は
、
副
首
相
を
代
表
に
H

人
に
達
し
男
性
と
同
数
を
占
め
て

い
ま
す
。

　

平
等
化
が
促
進
さ
れ
た
要
因

は
、
1
9
6
0
年
代
か
ら
7
0
年

代
に
か
け
て
公
共
の
雇
用
が
拡
大

し
大
量
に
労
働
力
を
必
要
と
し
た

こ
と
、
そ
し
て
、
経
済
・
社
会
・

家
庭
な
ど
の
各
分
野
で
女
性
の
地

位
向
上
の
た
め
の
改
革
が
、
終
始

一
貫
し
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
族
社
会

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
家
族
法
の
重

要
な
特
徴
は
、
婚
姻
で
の
男
女
の

立
場
は
同
等
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
さ
ら
に
、
婚
姻
法
の
改
正

に
よ
り
離
婚
や
配
偶
者
の
死
に
よ

っ
て
、
経
済
的
に
弱
い
女
性
の
立

場
が
よ
り
守
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
若
い
世
代
で
は
、
結
婚

せ
ず
に
生
活
を
共
に
し
て
出
産
す

る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

社
会
で
も
既
婚
の
母
と
同
様
に
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

出
産
・
育
児
へ
の
理
解
も
深
く

制
度
も
整
っ
て
い
ま
す
。
父
親
の

育
児
休
暇
の
取
得
が
進
ま
な
い
た

め
、
今
年
か
ら
一
年
間
の
出
産
・

育
児
休
暇
に
パ
パ
の
月
と
マ
マ
の

月
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で

両
親
と
も
強
制
的
に
有
給
休
暇
を

最
低
一
ヵ
月
ず
つ
取
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
男
女
平
等
が
広
く
定
着
し
て

い
ま
す
。
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更年期障害を克服しよう

更
年
期
を
快
適
に
乗
り
切
り

第
二
の
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を

　

女
性
な
ら
だ
れ
に
も
訪
れ
る
更
年
期
。
こ
の
と
き
に
現

れ
る
更
年
期
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
医
療
的
な
治

療
だ
け
で
な
く
、
本
人
の
気
持
ち
と
家
族
や
周
囲
の
人
た

ち
の
心
掛
け
も
大
切
で
す
。
多
少
の
症
状
な
ど
は
気
に
せ

す
、
明
る
く
生
き
生
き
過
ご
し
ま
し
よ
う
。

　

男
性
に
も
多
少
は
更
年
期
障
害

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

な
ぜ
女
性
に
だ
け
更
年
期
障
害
で

悩
む
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
は
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
増
減

が
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

更
年
期
障
害
が
起
き
る
理
由

女
性
の
卵
巣
に
は
、
左
右
合
わ

せ
て
百
万
個
く
ら
い
の
卵
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
女
性

が
I
生
か
か
っ
て
排
卵
す
る
数
は

約
四
百
五
十
個
、
残
り
は
閉
鎖
卵

胞
と
い
っ
て
機
能
し
な
い
ま
ま
消

失
し
て
し
ま
い
ま
す
。
四
十
歳
を

越
え
る
と
、
残
り
は
約
五
千
個
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
卵
巣
に

あ
っ
た
卵
を
出
し
尽
く
し
た
の
が

閉
経
と
い
わ
れ
、
五
十
歳
前
後
に

訪
れ
る
の
で
す
。

　

卵
巣
機
能
が
低
下
す
る
と
卵
が

成
熟
せ
ず
に
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

（
卵
巣
か
ら
出
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
）

が
低
下
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、

衰
え
た
卵
巣
を
活
性
化
し
よ
う

と
、
逆
に
卵
巣
刺
激
ホ
ル
モ
ン
や

黄
体
形
成
ホ
ル
モ
ン
な
ど
が
増
え

て
き
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
の
急

激
な
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
更
年
期
障

害
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
更
年
期
障
害
の
発
症

要
因
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
低
下

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か

に
家
族
関
係
や
経
済
状
況
な
ど
の

生
活
環
境
、
そ
し
て
個
々
の
性
格

も
関
係
し
て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど

五
十
歳
前
後
と
い
う
と
母
親
と
し

て
の
役
割
も
ほ
ぼ
終
わ
り
、
夫
は

仕
事
中
心
の
生
活
な
の
で
、
妻
の

寂
し
さ
が
強
く
な
る
時
期
で
す
。

性
格
的
に
は
内
気
な
人
、
凝
り
性

の
人
、
依
存
性
の
強
い
人
な
ど
が

症
状
を
気
に
し
が
ち
で
す
。
病
気

に
対
す
る
不
安
が
強
い
人
や
悪
い

方
ば
か
り
に
考
え
る
人
は
、
症
状

が
重
く
な
る
一
方
で
す
。

治
療
す
る
に
は

　

更
年
期
障
害
は
、
症
状
が
多
彩

な
の
で
、
個
人
に
合
っ
た
治
療
法

が
必
要
で
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の

ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
は
効
果
的
と

思
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ち
ょ

う
ど
成
人
病
の
発
症
時
期
と
重
な

り
ま
す
の
で
、
よ
く
検
査
を
し
て

が
ん
や
脳
血
管
障
害
、
心
臓
病
な

ど
重
要
な
病
気
が
潜
ん
で
い
な
い

か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。
心
理
的
ス

ト
レ
ス
を
取
り
除
く
こ
と
は
重
要

で
、
家
族
の
思
い
や
り
や
対
話
に

心
掛
け
、
適
度
な
運
動
も
積
極
的

に
し
ま
し
ょ
う
。
牛
乳
・
小
魚
な

ど
カ
ル
シ
ウ
ム
も
し
っ
か
り
摂
取

し
、
更
年
期
を
上
手
に
乗
り
切
り

ま
し
よ
う
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

　

ア
万
君
バ
イ
ス
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高い学習教材、しつこい勧誘

本当に必要なのか？
買ってからのことを

　　　　

よく考えて判断を

　

親
は
、
子
供
の
教
育
や
成
績
の
こ
と
が
気
に
な
る
も
の

で
す
。
そ
ん
な
時
に
学
習
教
材
の
セ
ー
ル
ス
が
や
っ
て
く

る
と
、
つ
い
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、

た
い
へ
ん
高
額
な
も
の
が
多
い
学
習
教
材
。
購
入
し
て
か

ら
必
要
が
な
か
っ
た
と
、
後
悔
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

契
約
の
前
に
も
う
一
度
よ
く
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

こ
ん
な
場
合
に
ご
用
心

　

福
井
県
は
教
育
に
熱
心
な
県
と

い
わ
れ
、
県
民
の
教
育
に
対
す
る

関
心
も
非
常
に
高
い
よ
う
で
す
。

そ
の
た
め
、
学
習
教
材
の
販
売
も
’

盛
ん
で
、
し
ば
し
ば
そ
の
販
売
方

法
が
問
題
に
な
り
、
次
の
よ
う
な

事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
突
然
、
知
ら
な
い
人
か

ら
「
一
学
期
の
成
績
は
ど
う
で
し

た
か
」
と
電
話
が
あ
り
、
学
習
教

材
の
販
売
だ
と
思
っ
て
断
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
夜
の
8
時
ご
ろ
に

な
っ
て
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪
ね
て

き
て
、
「
そ
の
教
材
の
指
導
を
す

る
」
と
の
こ
と
で
す
。
で
も
、
教

材
の
指
導
は
ほ
ん
の
少
し
で
、
ほ

と
ん
ど
教
材
（
約
百
万
円
）
の
販

売
の
話
ば
か
り
で
す
。
価
格
が
高

い
と
言
う
と
、
「
塾
に
行
く
こ
と

を
考
え
た
ら
、
こ
ち
ら
の
方
が
安

い
」
と
か
「
こ
の
教
材
は
、
重
点

を
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
短
期
間

で
8
0
点
以
上
は
取
れ
る
」
な
ど
と
、

し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
深
夜
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
契
約
書
に
サ

イ
ン
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

「
契
約
し
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
、
つ
い
あ
い
ま
い
な
返

事
を
し
て
し
ま
い
、
帰
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
何
か
口
約
束
を
し
た

よ
う
で
心
配
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
子
供
が
少
し
で

も
良
い
成
績
を
取
り
、
良
い
学
校

に
入
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
親
心
を

巧
み
に
つ
い
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

子
供
に
目
標
点
数
を
言
わ
せ
、

「
や
る
気
が
あ
る
」
と
か
「
子
供

が
し
た
い
の
に
さ
せ
な
い
の
で
す

か
」
な
ど
と
契
約
を
急
が
せ
た
り

す
る
よ
う
で
す
。

契
約
す
る
前
に

　
　
　

よ
く
考
え
よ
う

　

一
時
的
な
気
持
ち
で
何
年
分
も

の
高
額
な
学
習
教
材
を
購
入
す
る

の
は
危
険
で
す
。
一
度
に
段
ボ
ー

ル
箱
が
い
く
つ
も
届
い
て
か
ら
、

「
子
供
が
や
る
気
を
無
く
し
た
の

で
返
し
た
い
」
と
の
相
談
も
あ
り

ま
す
。

　

学
習
教
材
の
契
約
を
す
る
場
合

に
は
次
の
こ
と
が
大
切
で
す
。

①
子
供
が
こ
の
教
材
を
使
っ
て
勉

強
を
続
け
て
い
く
か
ど
う
か
。
宿

題
や
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
も
併
せ

て
、
子
供
の
能
力
を
的
確
に
考
え

て
判
断
す
る
。

②
子
供
自
身
の
意
志
を
確
認
し
、

家
族
で
よ
く
話
し
合
う
。

③
高
額
な
契
約
が
多
い
の
で
、
総

額
や
月
々
の
支
払
い
額
な
ど
も
確

認
す
る
。

解
約
す
る
に
は

　

契
約
し
た
後
で
解
約
し
た
い
と

思
っ
た
と
き
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。
訪
問

販
売
で
購
入
し
た
場
合
に
は
、
契

約
し
た
日
を
含
め
て
八
日
以
内
な

ら
ば
無
条
件
で
解
約
が
可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
突
然
訪
れ
た
セ
ー

ル
ス
マ
ン
の
言
葉
に
左
右
さ
れ

ず
、
必
要
が
な
い
と
思
っ
た
ら
、

は
っ
き
り
断
る
こ
と
が
一
番
大
切

で
す
。

5蹟生活に財るご柵街噴剽獄センターへ・豊66・1111柵463（雛似叫
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1

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
酋
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

お花、だいすき

ぐるーぷ登場 JA大野市婦人部
ユニホックチーム

だ
れ
で
も
楽
し
め
る
み
ん
な
の
ホ
ッ
ケ
ー

　

J
A
大
野
市
婦
人
部
ユ
ニ
ホ
ッ

ク
チ
ー
ム
は
、
7
月
2
日
に
永
平

寺
町
で
行
わ
れ
た
J
A
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
セ
ス
の
集
い
の
ユ
ニ
ホ
ッ
ク

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、
平
成
五
年
か
ら
県
下
の
J

A
婦
人
の
交
流
の
場
と
し
て
始
ま

り
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
市
内
各
地

区
か
ら
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て
チ
ー

ム
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
ホ
ッ
ク
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ

は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の
ホ

ッ
ケ
ー
タ
イ
プ
の
競
技
で
す
。
長

さ
I
m
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
ス

テ
ィ
ッ
ク
で
、
2
6
個
の
穴
の
あ
い

た
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
よ
り
少
し
大
き

な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ボ
ー
ル
を
相
手

ゴ
ー
ル
に
入
れ
て
プ
レ
イ
し
ま

す
。
一
チ
ー
ム
は
六
人
、
交
代
は

何
度
で
も
自
由
で
す
。

　

現
在
チ
ー
ム
に
は
九
人
が
参
加

し
て
い
ま
す
。
全
員
が
主
婦
の
た

め
、
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
練
習
で

き
な
い
の
が
難
点
で
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
一
昨
年
は
三
回
戦
に
進

み
、
昨
年
は
ベ
ス
ト
8
に
入
り
ま

し
た
。
今
年
は
、
ベ
ス
ト
4
を
目

標
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
予
選
リ
ー
グ
で
敗
退
し
、
決
勝

に
は
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
勝
ち
負
け
に
こ
だ

わ
ら
ず
全
員
が
出
場
で
き

る
こ
と
が
楽
し
い
そ
う
で

す
。
初
め
の
う
ち
は
、
全

員
で
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い

る
だ
け
で
し
た
が
、
最
近

で
は
パ
ス
ワ
ー
ク
な
ど
チ

ー
ム
プ
レ
イ
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
飯
田
優

子
さ
ん
（
中
挟
町
二
）
は
、

「
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に
、

つ
い
一
生
懸
命
に
な
っ
て

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
た
り
、

ス
テ
ィ
ッ
ク
を
ひ
ざ
よ
り

上
に
上
げ
て
し
ま
う
ハ
イ

ス
テ
ィ
ッ
ク
と
い
う
反
則
を
犯
し

た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
市
内
の

人
た
ち
と
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
り
、

市
外
の
人
た
ち
と
交
流
も
で
き
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
定
期
的
に
練

習
を
し
て
、
し
つ
か
り
と
し
た
チ

ー
ム
を
作
り
た
い
」
と
、
楽
し
そ

う
で
す
。

こい‘眠．・y．・
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ベ
ン
チ
プ
レ
ス
に

　
　
　

励
ん
で
い
ま
す

　

楠
さ
ん
は
、
7
月
2
日
に
エ
キ

サ
イ
ト
広
場
体
育
館
で
開
催
さ
れ

た
第
八
回
県
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
選
手

権
大
会
で
、
選
手
を
代
表
し
て
宣

誓
を
し
ま
し
た
。
当
日
の
朝
、
突

然
言
わ
れ
た
の
で
か
な
り
緊
張
し

ま
し
た
が
、
無
事
大
役
を
果
た
し

ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
今
年
の
世
界
選
手

権
で
五
位
に
人
賞
し
た
鯖
江
の
大

杉
さ
ん
を
は
じ
め
県
内
の
力
自
慢

の
男
性
に
混
じ
っ
て
、
競
技
に
挑

戦
。
記
録
は
、
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
が

4
2
・
5
j
、
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
が

8
0
キ
゜
で
し
た
。

　

ベ
ン
チ
プ
レ
ス
に
は
昨
年
の
九

月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
健

康
の
た
め
に
と
、
篠
座
に
あ
る
武

井
さ
ん
の
ジ
ム
に
通
い
始
め
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
健
康
の
た
め
の
練
習
メ

ニ
ュ
ー
は
単
調
で
あ
ま
り
面
白
く

な
い
の
で
、
結
果
が
記
録
に
表
れ

る
競
技
種
目
に
変
え
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
記
録
が
伸
び
る
の
が
楽
し

み
の
よ
う
で
す
。
現
在
は
、
週
に

三
回
ジ
ム
に
通
い
、
二
時
間
近
い

練
習
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
ベ
ン
チ
リ
フ
ト
で
6
0
j
、

デ
ッ
ド
リ
フ
ト
で
1
0
0
j
を
挙

げ
る
の
が
目
標
で
す
。
で
も
記
録

よ
り
も
、
ジ
ム
で
世
界
の
一
流
選

手
や
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
交
流

で
き
る
こ
と
の
ほ
う
が
楽
し
い
で

す
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

楠紀子さ4

　　

（明倫町）



私屯／v＼こ，そ

市
政
広
聴
員
を
設
置
し
て
は
？

【
ｔ
一
】

　

市
民
提
案
箱
「
や
ま

び
こ
」
は
、
一
方
的
で

回
答
が
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る

た
め
に
、
市
も
県
と
同
じ
よ
う
な

広
聴
員
を
設
置
し
た
ら
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

　
　

（
県
政
広
聴
員
会
議
で
出
た
意

見
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。
）

M
I

　

市
で
は
、
今
年
4
月

か
ら
新
規
広
聴
事
業
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
市
民
か
ら
広
く
意
見

や
要
望
を
聞
く
手
段
と
し
て
、
市

民
提
案
箱
「
や
ま
び
こ
」
お
よ
び

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
市
政

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
「
や
ま
び
こ
」
な
ど
に
、

ご
意
見
や
ご
要
望
を
寄
せ
ら
れ
た

方
に
は
、
原
則
と
し
て
す
べ
て
文

書
で
回
答
を
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。

　

今
年
9
月
に
は
、
全
世
帯
に
提

案
を
求
め
る
た
め
、
テ
ー
マ
を
決

め
て
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広

報
お
お
の
に
折
り
込
む
予
定
で
い

ま
す
。

　

毎
年
、
各
地
区
で
の
市
長
と
語

る
会
や
部
門
別
の
懇
話
会
を
開
催

し
て
、
広
く
市
民
の
声
を
聞
く
場

も
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
面
は
、
い
ろ
い
ろ
な
現
行
制

度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
全
力
を

注
い
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
（
秘
書
広
報
課
長
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
質
問
や
意

見
を
ハ
ガ
キ
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
投
稿
規
定
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

4
月
に
「
や
ま
び
こ
」
に
寄
せ

ら
れ
て
、
広
報
六
月
号
で
紹
介
し

た
月
見
町
・
美
川
町
交
差
点
の
歩

道
段
差
の
改
良
工
事
は
、
6
月
3
0

日
に
終
了
し
ま
し
た
。

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
暑
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

白砂陶砂

ペ
ス
ト
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
選
ば
れ
た

広
瀬
邦
雄
さ
ん
（
5
5
歳
日
吉
町
）

　

市
内
で
ス
ナ
ッ
ク
を
経
営
し
て

い
る
広
瀬
さ
ん
は
、
日
本
バ
ー
テ

ン
ダ
ー
協
会
の
9
5
ペ
ス
ト
バ
ー
テ

ン
ダ
～
に
選
ば
れ
、
5
月
2
1
日
に

千
葉
で
開
か
れ
た
協
会
の
総
会
で

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
バ

ー
テ
ン
ダ
ー
は
、
毎
年
全
国
の
協

会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
す
が
、

技
能
だ
け
で
な
く
後
進
の
指
導
な

ど
役
員
と
し
て
の
活
動
も
重
要
。

福
井
支
部
で
は
四
十
年
間
に
十
人

が
選
ば
れ
た
だ
け
で
す
。

　

広
瀬
さ
ん
は
、
バ
ー
テ
ン
ダ
ー

の
ほ
か
に
コ
ッ
ク
の
技
術
も
持
っ

て
い
ま
す
。
店
の
中
で
は
、
料
理

と
お
酒
の
両
面
を
こ
な
し
て
い
ま

す
。
カ
ク
テ
ル
と
い
っ
て
も
数
多

く
の
種
類
が
あ
り
、
現
在
五
十
種

類
ほ
ど
が
メ
ニ
ュ
ー
に
並
ん
で
い

ま
す
。
カ
ク
テ
ル
の
種
類
が
増
え

る
と
、
基
と
な
る
お
酒
の
種
類
も

増
え
る
の
で
大
変
で
す
。
さ
ら
に
、

メ
ニ
ュ
ー
以
外
に
も
注
文
に
応
じ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ク
テ
ル
も
作

り
ま
す
。
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な

味
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
も
多

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
れ
に
こ

た
え
る
た
め
専
門
誌
な
ど
で
勉
強

も
必
要
で
す
。

　
　

「
注
文
ど
お
り
に
作
り
、
喜
ん

で
飲
ん
で
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で

す
。
市
内
に
は
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
が

少
な
い
の
で
若
い
人
へ
の
指
導
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
カ
ク
テ
ル
を

飲
み
た
い
人
が
自
分
で
シ
ェ
ー
カ

ー
を
振
っ
て
作
れ
る
よ
う
に
普
及

し
て
い
き
た
い
」
と
、
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

・
国
勢
調
査
の
話
③

調
査
の
対
象
は
？

　

赤
ん
坊
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

す
べ
て
の
人
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
市
内
の
約
四
万
一
千
人
、
約

一
万
一
千
世
帯
が
対
象
と
な
る
見

込
み
で
す
。
市
内
に
二
百
六
十
の

調
査
区
を
設
定
し
、
二
百
二
十
九

人
の
調
査
員
と
二
十
四
人
の
調
査

指
導
員
が
か
か
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

調
査
は
十
七
項
目
で
す

　

調
査
の
項
目
は
、
氏
名
、
出
生

の
年
月
や
就
業
状
態
な
ど
一
人
ひ

と
り
に
つ
い
て
十
一
項
目
、
世
帯

の
種
類
な
ど
世
帯
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
六
項
目
で
す
。

黒
鉛
筆
で
書
い
て
く
だ
さ
い

　

調
査
表
は
、
集
計
の
効
率
化
と

早
期
公
表
を
図
る
た
め
、
マ
ー
ク

シ
ー
ト
方
式
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
読
み
と
り
は
機
械
で
行
う
た

め
、
必
ず
黒
鉛
筆
で
き
ち
ん
と
マ

ー
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

調
査
の
結
果
は
、
国
・
県
・
市

な
ど
の
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と

な
り
ま
す
。
記
入
内
容
を
漏
ら
し

た
り
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
う

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



市民大学1日探訪コース

社寺の秘仏を訪ねて

　

6月27日、市民25人が参加して市民

大学講座の1日探訪コースが実施され

ました。これは、市内の寺院を回り、

普段はあまり見ることができない数々

の仏像を1日で観賞しようとするもの

です。参加者たちは、講師の説明に熱

心に耳を傾け、メモを取ったり質問を

したりしました。9月12日には、金沢

市内を訪ねます。

秘書広報課広報広聴係酋66－1111

家庭・学校・地域が一丸となり

青少年健全育成推進大会

　

7月8日、市青少年健全育成推進大

会が有終会館で開催されました。500

人近くの市民が参加。健全育成に功績

のあった人や啓発標語に入賞した児

童・生徒が表彰された後、少年の主張

で、3組の少年少女が活動や意見を発

表。教育研究家「吉岡だすく」さんの

記念講演では、会場に入りきれないほ

どの人が、話に聞き人つていました。

思
い
が
け
な
い
洪
水
に
備
え
て
市
水
防
訓
練

　

6
月
2
5
日
、
真
名
川
憩
い
の
島
周
辺
で
市
水
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
消

防
団
員
や
日
赤
奉
仕
団
員
な
ど
約
百
六
十
人
が
参
加
し
て
、
水
防
工
法
訓
練
と

非
常
食
供
給
訓
練
を
実
施
。
消
防
団
員
は
、
全
員
で
土
の
う
を
作
っ
た
後
、
分

団
ご
と
に
、
わ
く
入
れ
工
法
や
月
の
輪
工
法
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加

者
た
ち
は
、
本
番
さ
な
が
ら
に
真
剣
な
表
情
で
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

市福祉スポーツ大会

元気はつらつ伸び伸びと

　

7
月
2
日
、
有
終
束
小
学
校
で
市

内
の
心
身
障
害
者
を
対
象
に
市
福
祉

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

在
宅
の
障
害
者
や
施
設
に
入
所
し
て

い
る
障
害
者
・
老
人
な
ど
約
五
百
人

が
参
加
。
参
加
者
た
ち
は
、
元
気
い

っ
ぱ
い
に
、
車
イ
ス
競
争
や
風
船
割

り
競
争
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
競
技
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
応
援
席
か
ら
も
選
手

の
奮
闘
ぶ
り
に
、
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

おじいちゃん、おばあちゃん

孫と一緒にマスコット作り

　

6
月
2
9
日
、
富
田
小
学
校
で
孫
た

ち
の
元
気
な
様
子
を
見
て
も
ら
お
う

と
、
祖
父
母
研
修
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
日
ご
ろ
学
校
に
行
く
機
会
の
な

い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
約
百
五
十
人
が
参
加
。
授
業
参

観
の
後
、
「
い
っ
し
よ
に
作
っ
て
み

よ
う
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
交
通
安
全

マ
ス
コ
ッ
ト
を
作
成
。
ミ
ニ
わ
ら
じ

や
タ
オ
ル
の
子
犬
な
ど
を
、
楽
し
そ

う
に
作
っ
て
い
ま
し
た
。

勅願回崔塵



場也回猫話

嚇
民
4
魅
了
』
光

背
1
ヶ
久
か
夕
と
今
⑩
り
胞
汐
炒
1
か

オーケストラ・アンサンブル金沢

情熱的で深淵なクラッシックを堪能

　

オーケストラ・アンサンブル金沢の特別演奏会が7月13日、

市民会館で開かれました。指揮者は、世界的に活躍している

シャン・フランソワ・パイヤールさん（仏）。ヘンデルの水上

の音楽やモーツァルトの交響曲第39番などの名曲を次々と演

奏し、会場は素晴らしい音色にうっとり。市民はオーケスト

ラのだいご味に酔いました。

大野童謡新作発表会

みんなで歌う童謡

　

7
月
9
日
、
量
謡
の
流
れ
る
ま
ち

大
野
」
を
愛
す
る
会
が
新
作
童
謡
発

表
会
を
開
催
。
設
立
五
周
年
記
念
で

募
集
し
た
「
大
野
の
童
謡
」
六
十
五

点
の
う
ち
最
優
秀
賞
の
「
水
の
湧
く

ま
ち
お
寺
ま
ち
」
山
内
幸
雄
さ
ん

（
勝
山
市
）
な
ど
三
点
に
曲
が
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
入
賞

作
品
を
歌
っ
た
り
、
保
育
園
児
や
お

母
さ
ん
た
ち
が
歌
の
発
表
を
し
た
り

し
て
、
和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。

山々に響け歌声

やまびこコンサートⅣ

　

障
害
を
持
つ
人
た
ち
手
作
り
の

「
や
ま
び
こ
コ
ン
サ
ー
ト
Ⅳ
」
が
、

7
月
9
日
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
。
歌
わ
れ
た
全
十
六
曲
は
、
市
内

外
の
障
害
を
持
つ
人
や
そ
の
家
族
な

ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
詩
に
、
メ
ン
バ

ー
が
曲
を
つ
け
た
も
の
で
す
。
観
客

も
出
演
者
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、
劇

の
よ
う
に
仕
上
げ
ら
れ
た
曲
に
温
か

い
拍
手
を
送
っ
た
り
し
て
、
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。

目指せ、大野の活性化

越前大野平成塾がスタート

　

人づくり事業の目玉、越前大野平成

塾の開講式が7月15日、有終会館で

行われました。30～40歳代を中心に

意欲あふれる市民50人が参加。塾生

たちは自己紹介を行ってから地区別に

運営委員8人を選出。意見交換では。

自主的・主体的な塾の運営を確認しま

した。今後、具体的にテーマを絞り、

進取の精神で学習を展開します。

人に優しいまち「大野」推進会議

イトヨをいかしてまちづくり

　

7月10日、国土庁から地域振興アド

バイザーを招き、人に優しいまち「大

野」推進会議が初会合を開きました。

アドバイザーは、町並み保存で全国的

に有名な愛媛県内子町役場の岡田文淑

さんら3人。イトヨをいかしたまちづ

くりを話し合った後、全員で本願清水

などを視察しました。推進会議は、1

年間かけて市への提言をまとめます。

身近な話題をお知らy甘《，鳶か，Sふ



お
知
ら
せ

8月

・
夏
休
み
の
思
い
出
に

　

越
美
北
線
と
乗
合
バ
ス
に
乗
る

運
動
を
進
め
る
会
で
は
、
夏
休
み

の
終
わ
り
に
日
帰
り
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。
親
子
や
子
供
会

育
成
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日
8
月
2
7
日
⑧

行
き
先
六
呂
師
高
原

内
容
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
自
然
保

　

護
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど

費
用
交
通
費
の
み
参
加
者
負
担

定
員
先
着
3
0
0
人

締
切
8
月
1
5
日
収

申
込
・
問
合
せ
先
市
生
活
環
境

　

課
（
S
6
6
．
1
1
1
1
内
線
4

　

6
3
）
ま
で

・
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

天
文
教
室

日
時
8
月
2
2
日
収
午
後
7
時
～

　

9
時
3
0
分

テ
ー
マ
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ー

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
参
加
し
よ
う

入
館
料
無
料

※
ほ
か
に
も
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ー

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー
・
自
然

　

観
察
の
森
ガ
イ
ド
な
ど
も
実
施

　

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
個
人
は
前
日
、

　

団
体
は
一
週
間
前
ま
で
に
電
話

　

で
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
7
・
1
6
5
5
）
ま
で

…
福
井
県
立
美
術
館

　
　
　

館
蔵
品
公
開
展

日
時
8
月
1
2
日
①
～
2
7
日
⑧

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
（
火
曜

　

日
休
館
）

会
場
有
終
会
館
1
0
6
号
室

観
覧
料
一
般
・
大
学
生
1
0
0

　

円
（
3
0
人
以
上
の
団
体
2
割
引
）

　

高
校
生
以
下
・
7
0
歳
以
上
・
身

　

体
障
害
者
の
人
は
無
料

…
ア
イ
デ
ィ
ア
貯
金
箱
募
集

　

大
野
郵
便
局
で
は
、
第
2
1
回

「
私
の
ア
イ
デ
ィ
ア
貯
金
箱
」
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

対
象
小
学
生

応
募
要
領
児
童
自
身
が
製
作
し

　

た
も
の
で
、
新
し
く
楽
し
い
ア

　

イ
デ
ィ
ア
が
い
か
さ
れ
て
い
る

　

も
の
な
ど
。
一
人
一
点
。
大
き

　

さ
は
、
一
辺
2
5
穆
以
内
。

応
募
締
切
9
月
1
4
日
④

応
募
先
大
野
市
内
各
郵
便
局

問
合
せ
先
大
野
郵
便
局
貯
金
課

　
　

（
豊
6
6
・
2
5
5
0
）

…
大
野
城
の
開
館
時
間
と

　

休
館
日
を
変
更

開
館
時
間
？
4
月
1
日
～
9
月

　

3
0
日
・
午
前
9
時
～
午
後
5
時

　

？
1
0
月
1
日
～
H
月
3
0
日
・
午

　

前
9
時
～
午
後
4
時

休
館
日
C
N
］
月
1
日
～
翌
年
3
月

　

3
1
日

問
合
せ
先
郷
土
歴
史
館
（
豊
6
6
・

　

0
2
3
8
）

・
奥
越
青
少
年
自
然
の
家

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
基
本
的

知
識
技
能
を
指
導
し
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
結
成
や
リ
ー
ダ

ー
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

期
日
8
月
2
5
日
②
～
2
7
日
⑧

場
所
県
奥
越
高
原
青
少
年
自
然

　

の
家

対
象
奥
越
地
区
の
高
校
生
3
0

　

人
・
一
般
m
一
人

内
容
講
義
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

　

動
の
意
義
）
、
講
習
（
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
グ
ー
ム
）
、
実
習

　

（
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
・
追

　

跡
ハ
イ
キ
ン
グ
・
自
然
散
策
）

参
加
費
3
0
0
0
円
（
食
費
…

　

保
険
料
含
む
）

締
切
8
月
1
5
日
①

申
込
・
問
合
せ
先
県
奥
越
高
原

　

青
少
年
自
然
の
家
（
大
野
市
南

　

六
呂
師
1
6
9
－
8
豊
6
7
・

　

1
3
2
1
）
ま
で

・
実
用
習
字
講
座

日
時
9
月
5
日
囚
～
1
2
月
5
日

　

吉
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
（
計
1
3
回
）

場
所
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内
容
小
筆
（
日
常
よ
く
使
う
表

　

書
き
か
ら
年
賀
状
ま
で
）

定
員
先
着
2
4
人

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
職
業
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
（
豊
6
5
・
6
8
4
0
）

・
加
入
し
ま
し
よ
う

　

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

　
　

「
建
設
業
退
職
金
制
度
」
は
、

建
設
業
で
働
く
人
の
た
め
の
制
度

で
す
。
全
国
ど
こ
の
建
設
現
場
で

働
い
て
も
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ

た
期
間
を
通
算
し
て
退
職
金
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
建
設
退
協
福
井
支

部
（
福
井
市
御
幸
3
－
1
0
1
1
5
福

井
県
建
設
会
館
内
豊
0
7
7
6
・

2
4
・
1
1
8
4
）
ま
で
。

交通
安全

４
r

自
転
車
は
、

歩
行
者
で
は
な
く
車
両

　

お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
だ

れ
で
も
利
用
で
き
る
自
転
車
は
、

手
軽
で
便
利
な
乗
り
物
で
す
。

で
も
自
転
車
は
、
自
動
車
と
同

じ
「
車
両
」
に
分
類
さ
れ
「
軽

車
両
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
道
路
の
通
行
方
法
は

基
本
的
に
自
動
車
と
同
じ
な
の

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
に
反
す
る
行
動
を
、

何
の
抵
抗
感
も
持
た
ず
と
っ
て

い
る
の
が
、
自
転
車
利
用
者
の

現
状
で
す
。

　

自
転
車
に
乗
る
場
合
は
、
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。

？
車
道
の
左
端
に
沿
っ
て
、
一

　

列
で
走
行
す
る
。

？
大
き
な
道
路
へ
出
る
時
や
止

　

ま
れ
の
標
識
の
あ
る
所
で

　

は
、
必
ず
一
時
停
止
を
す
る
。

？
夕
方
暗
く
な
り
は
じ
め
た

　

ら
、
ラ
イ
ト
を
つ
け
る
。

？
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
妨
げ
に
な

　

る
重
い
物
や
長
い
物
な
ど
は

　

積
ま
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
基
本
的
な
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
二
人
乗
り
や
傘
差
し

運
転
な
ど
の
違
反
行
為
は
絶
対

に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
は
、
道
路
を
通
行
す

る
車
両
の
一
員
で
す
。
歩
行
者

感
覚
の
運
転
は
や
め
ま
し
よ
う
。



●INFORMATION

・
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア

　
　
　
　
　

モ
デ
ル
募
集

　

大
野
織
物
工
業
協
同
組
合
で
は
、

9
月
3
0
日
①
～
1
0
月
1
日
旬
に
開

催
す
る
テ
キ
ス
タ
イ
ル
フ
ェ
ア
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
モ
デ
ル

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
1
6
歳
以
上
の
女
性

人
数
2
0
人

申
込
方
法
住
所
・
氏
名
・
年

　

齢
。
職
業
・
電
話
番
号
を
記
入

　

の
う
え
は
が
き
で

申
込
期
限
8
月
m
一
日
④

申
込
●
問
合
せ
先
大
野
市
元
町

　

1
－
I
大
野
織
物
協
同
組
合

　
　

（
豊
6
6
・
4
5
0
0
）
ま
で

●
図
書
館
夏
休
み
工
作

　

教
室
と
雑
誌
の
配
布

【
工
作
教
室
】

日
時
8
月
1
9
日
①
と
2
6
日
①
の

　

午
後
2
時
～
4
時

内
容
押
し
花
で
う
ち
わ
作
り

　

1
9
日
・
押
し
花
の
作
成

　

2
6
日
・
う
ち
わ
の
作
成

対
象
小
学
生
（
低
学
年
は
親
子

　

も
可
）

準
備
物
1
9
日
（
草
花
・
材
料
費

　

1
2
0
0
円
）
2
6
日
（
は
さ
み
・

　

カ
ッ
タ
ー
・
押
し
花
・
無
地
に

　

近
い
う
ち
わ
）

定
員
3
0
人

締
切
8
月
1
3
日
⑥

【
雑
誌
の
配
布
】

　

8
月
H
ぽ
奢
～
1
3
ぽ
⑩
の
期
間
、

平
成
6
年
1
月
～
1
2
月
の
雑
誌

を
、
4
ヵ
月
分
ず
つ
3
日
に
分
け

て
無
料
で
配
布
し
ま
す
。
一
部
対

象
外
も
あ
り
ま
す
。

申
込
。
問
合
せ
先
市
図
書
館

　
　

（
豊
6
5
・
5
5
0
0
）
ま
で

●
印
鑑
登
録
手
帳
の

　
　
　

交
換
は
至
急
に

　

市
で
は
、
印
鑑
登
録
手
帳
を

磁
気
カ
ー
ド
に
交
換
し
て
い
ま

す
。
ま
だ
の
人
は
、
至
急
市
民

課
窓
口
で
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

【
持
参
す
る
物
】

　

◆
印
鑑
登
録
手
帳
（
緑
色
）

　

◆
印
鑑
（
本
人
の
認
印
）

　

代
理
人
の
場
合
は
、
本
人
の

手
帳
と
実
印
な
ら
び
に
代
理
人

の
認
印
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先
市
民
課
市
民
係

　

豊
6
6
．
1
1
1
1
内
線
4
5

　

1
）
ま
で

・
お
座
敷
列
車

　
　
　
　

大
野
市
民
号

　

H
月
9
日
④
～
1
0
日
面
に
実
施

す
る
お
座
敷
列
車
大
野
市
民
号

「
淡
路
鳴
門
の
旅
」
の
受
付
は
、

9
月
中
旬
か
ら
始
め
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
広
報
お
お
の
9
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
ス
ト
ッ
プ
．
ザ
・

　
　
　

い
じ
め
講
演
会

主
催
大
野
青
年
会
議
所

日
時
8
月
2
1
日
⑧
午
後
6
時
3
0

　

分
場
所
有
終
会
館

演
題
い
じ
め
を
ど
う
認
識
す
る

　

か
I
家
庭
と
学
校
に
お
い
て
I

講
師
坂
本
昇
一
氏
（
文
部
省
い

　

じ
め
対
策
審
議
会
委
員
長
）

入
場
料
無
料

●
大
野
青
年
の
家
所
長
杯

　

エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
大
会

日
時
9
月
2
4
ぼ
⑩
午
前
m
一
時
～

会
場
大
野
青
年
の
家
体
育
館

試
合
方
法
団
体
戦
（
6
人
で
I

　

チ
ー
ム
、
I
対
戦
ダ
ブ
ル
ス
3

　

ゲ
ー
ム
）
・
個
人
戦
（
男
女
別

　

ダ
ブ
ル
ス
）

締
切
9
月
3
日
⑨

申
込
・
問
合
せ
先
県
立
大
野
青

　

年
の
家
（
大
野
市
中
野
5
7
－
6

　

豊
6
5
・
7
1
0
3
）
ま
で

●
初
心
者
弓
道
教
室

日
時
8
月
2
1
日
⑥
か
ら
毎
週

　

月
曜
日
・
木
曜
日
の
計
1
0
回

　

昼
の
部
・
午
前
m
一
時
～
H
時

　

夜
の
部
．
午
後
7
時
～
9
時

対
象
6
5
歳
ま
で
の
一
般
男
女

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
弓
道
場

弓
具
類
協
会
で
用
意
し
ま
す

受
講
料
2
0
0
0
円

申
込
・
問
合
せ
先
弓
道
協
会
の

　

山
口
誠
一
さ
ん
（
豊
6
6
・
3
7

　

3
7
）
ま
で

・
親
子
で
学
ぶ
テ
レ
ビ
学
習

　

有
終
西
小
学
校
の
児
童
が
出
演

し
て
、
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
唄
っ

て
く
れ
た
わ
ら
べ
う
た
」
を
紹
介

し
ま
す
。

日
時
8
月
6
日
⑧
午
前
9
時
3
0

　

分
～
1
0
時

放
送
福
井
テ
レ
ビ

●
ご
存
じ
で
す
か

　
　

「
代
替
地
登
録
制
度
」

　

県
で
は
、
道
路
・
河
川
な
ど
の

公
共
事
業
を
進
め
る
た
め
に
代
替

地
、
つ
ま
り
買
収
す
る
事
業
用
地

の
代
わ
り
に
、
地
権
者
の
人
に
提

供
す
る
土
地
を
必
要
と
し
て
い
ま

す
。
こ
の
代
替
地
を
提
供
し
て
く

だ
さ
る
人
に
は
「
代
替
地
登
録
制

度
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

代
替
地
の
契
約
が
成
立
し
て
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
公
共
事

業
に
よ
る
代
替
地
提
供
と
し
て
、

一
千
五
百
万
円
の
譲
渡
所
得
の
特

別
控
除
な
ど
税
の
優
遇
措
置
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
野
土
木
事
務
所

管
理
用
地
係
（
豊
6
6
・
1
2
2
1

内
線
8
3
3
）
ま
で
。

越前おおの唄う名人戦出場者募集

　

今年の城まつりでは、越前おお

のおどりの「大野音頭」「しっちょ

いな」「御前踊り」3曲で、カラオ

ケや生音頭による名人戦を開催し

ます。みなさんの参加をお待ちし

ています。

日程8月15日（公）午後

　

5：30～6：00受付

　

6：00～6：30内容説明

　

6：30～7：10名人戦

　

7：10～7：30結果発表・表彰

会場六間通りおおのおどり会場

実施方法

　

・「大野音頭」はカラオケテー

　

プを使用します。

・「しっちょいな」「御前踊り」

　

は生音頭です。

審査城まつり実行委員会が委嘱

　

した審査委員と一般市民の投票

表彰名人賞1人トロフィー

　　　

参加賞全員に5，000円

生音頭飛び入り参加者募集！

日時8月14日面午後8時～9時

場所春日商店街おどり会場

※参加希望の人は、当日午後6時

　

30分～7時50分までに会場内本

　

部へ来てください。

申込・問合せ先市商工観光課豊66・1111内線333
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数
多
く
の
真
空
管

松
浦
弘
益
さ
ん
（
陽
明
町
二
）

　

陽
明
町
の
松
浦
弘
益
さ
ん
（
3
7
歳
）
の
宝

は
、
今
で
は
電
気
製
品
に
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
真
空
管
で
す
。
昭
和
の
初
期
か
ら
五
上
年

代
初
め
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
約
こ
百
五
十
本

を
持
っ
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
珍
し
い
ア
メ

リ
カ
の
軍
用
で
金
属
製
の
物
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
大
き
さ
は
、
長
さ
が
五
寸
か
ら
二
十

絃
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
ど
れ
も
み
ん
な
現
在
で

も
使
用
可
能
で
す
。

　

松
浦
さ
ん
は
、
中
学
一
年
生
の
時
に
雑
誌

を
見
て
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
を
自
作
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
完
成
し
て
み
る
と
あ
ま
り

性
能
が
良
く
な
く
、
う
ま
く
受
信
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
も
っ
と
満
足
の
い

く
も
の
を
作
ろ
う
と
、
比
較
的
簡
単
に
で
き

る
真
空
管
を
使
っ
た
ラ
ジ
オ
を
作
り
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
が
真
空
管
を
集
め
る
よ
う
に
な

っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

　

最
初
は
、
親
類
の
物
置
や
電
気
屋
の
古
い

在
庫
な
ど
を
手
当
た
り
次
第
に
探
し
た
そ
う

で
す
。
中
学
時
代
は
ラ
ジ
オ
、
高
校
時
代
は

オ
ー
デ
ィ
オ
ア
ン
プ
を
主
に
作
り
ま
し
た
。

何
度
も
作
っ
て
は
分
解
し
た
の
で
自
然
と
真

空
管
が
増
え
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
よ
り
高

度
な
ア
ン
プ
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、

通
信
販
売
な
ど
で
真
空
管
を
取
り
寄
せ
る
よ

う
に
な
り
珍
し
い
物
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

手
作
り
の
ア
ン
プ
に
は
、
愛
着
も
わ
き
、
ガ

ラ
ス
管
の
中
に
つ
く
明
か
り
も
心
を
和
ま
せ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

松
浦
さ
ん
は
、
「
こ
度
と
手
に
入
れ
る
こ
と

の
で
き
な
い
貴
重
品
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

大
事
に
し
た
い
で
す
。
真
空
管
ア
ン
プ
の
軟

ら
か
い
音
が
好
き
で
す
。
今
は
忙
し
く
て
ア

ン
プ
は
作
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
余
裕
が
で
き

た
ら
ま
た
真
空
管
を
使
っ
て
ア
ン
プ
を
作
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

※
係
で
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
話
題
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

市民のうごき

7月1日現在 前月比

世帯数 11，416世帯 4世帯

人口 41，631人 △17人

内訳 男 19，901人 △11人

女 21．730人 △6人

6月中の異動
転入 53人 出生 30人

転出 61人 死亡 39人

市内の交通事故状況（9ヵ、6・お）

件数内訳
平成7年

6月末

平成6年

6月末
増減

総件数 289件 293件 △4件

人

身
事
故

件数 76件 77件 △1件

死者 O人 1人 △1人

傷者 101人 109人 △8人

物損事故 213件 216件 △3件

表
紙
の
こ
と
ば

　
　

「
魚
止
」
は
、
九
頭
竜
峡
の

中
で
も
特
に
奇
観
景
勝
地
で
、

川
の
中
の
岩
が
一
段
高
く
な
っ

て
魚
が
遡
上
で
き
な
い
の
で
そ

の
名
が
付
い
て
い
ま
す
。
今
春

遊
歩
道
や
駐
車
場
な
ど
も
整
備

さ
れ
ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー
の
効

い
た
部
屋
の
中
に
ば
か
り
い
な

い
で
、
一
度
涼
を
求
め
て
出
か

け
て
は
い
か
が
で
す
か
。

編
集
後
記

　

戦
争
を
知
ら
な
い
子
供
た
ち

も
、
も
う
五
十
歳
。
市
内
の
戦
前

生
ま
れ
の
人
口
も
、
半
分
以
下

の
四
〇
％
に
な
り
ま
し
た
。
今

日
の
平
和
な
時
代
は
悲
惨
な
戦

争
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
を
歴
史
の
I
ペ
ー
ジ
に
し

な
い
で
、
い
つ
ま
で
も
心
の
中

に
と
ど
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
あ
ら
た
め
て
思
い
ま
し
た
。

雇瓦Qi哩

　
　

「
市
民
と
歌
う
童
謡

祭
」
こ
ん
な
タ
イ
ト
ル

で
大
野
童
謡
の
会
が
有

終
会
館
ホ
ー
ル
で
新
作

童
謡
の
発
表
会
を
開
催

し
た
▼
今
回
の
新
作
三

曲
は
、
平
成
五
年
八
月
に
童
謡
の
会
が
行
っ
た

五
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
広
く
県
内

外
か
ら
公
募
し
た
作
品
で
、
大
野
の
名
所
・
風

土
な
ど
を
巧
み
に
と
り
入
れ
た
優
秀
作
品
で
あ

る
▼
作
曲
者
は
童
謡
作
曲
家
と
し
て
特
に
有
名

な
保
田
正
先
生
。
か
つ
て
童
謡
歌
手
と
し
て
一

世
を
風
廓
（
ふ
う
び
）
し
た
古
賀
さ
と
子
さ
ん

な
ど
は
、
先
生
の
作
曲
し
た
「
動
物
あ
そ
び
」

で
デ
ビ
ュ
ー
し
た
一
人
で
あ
る
。
古
賀
さ
ん
が

「
子
鹿
の
バ
ン
ビ
」
で
日
本
中
の
子
供
に
大
人

気
を
呼
ん
だ
こ
ろ
、
大
人
の
世
界
で
は
美
空
ひ

ば
り
の
「
り
ん
ご
追
分
」
神
楽
坂
は
ん
子
の

「
芸
者
ワ
ル
ツ
」
渡
辺
は
ま
子
の
「
あ
あ
モ
ン

テ
ン
ル
パ
の
夜
は
更
け
て
」
な
ど
が
大
ヒ
ッ
ト

し
て
い
る
。
先
生
は
そ
の
こ
ろ
か
ら
作
曲
に
名

を
馳
せ
、
今
も
な
お
次
々
と
新
し
い
童
謡
曲
を

作
ら
れ
、
そ
の
普
及
に
奔
走
さ
れ
て
い
る
第
一

人
者
で
あ
る
▼
当
日
の
発
表
会
で
は
、
天
谷
市

長
と
藤
井
教
育
長
も
参
加
し
、
会
場
の
市
民
と

一
緒
に
な
っ
て
三
十
分
間
み
っ
ち
り
、
い
い
笑

顔
で
歌
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
最
高
の
一
時
で

あ
っ
た
▼
市
民
の
み
ん
な
が
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
だ
れ
と
で
も
歌
え
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
大
野
へ
の
愛
着
心
は
一
層
強
く
な
っ
て
い
く

こ
と
だ
ろ
う
▼
大
野
童
謡
の
会
で
は
こ
の
新
作

童
謡
普
及
の
た
め
、
早
く
も
カ
セ
ッ
ト
の
吹
き

込
み
に
向
け
て
活
動
を
始
め
た
。
楽
し
い
町
づ

く
り
、
観
光
大
野
の
宣
伝
に
さ
さ
や
か
で
も
お

役
に
立
て
ば
と
思
う
。
（
K
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
酋
6
6
・
1
1
1
‐
・
・
‐
）


	19950801_001
	page1

	19950801_002
	page1

	19950801_003
	page1

	19950801_004
	page1

	19950801_005
	page1

	19950801_006
	page1

	19950801_007
	page1

	19950801_008
	page1


